
資料２ 

令和５年度まちづくり協働推進実施事業について（案） 

カッコ【】内は、「第３次亀岡市まちづくり協働推進実施計画」の該当箇所 

 

●１．亀岡市支えあいまちづくり協働支援金事業（資料 2-1） 

【P8（１）】 

 ・令和５年度から立上げ期の団体支援に特化した内容に変更。 

●２．ふるさと亀岡まちづくり応援事業（資料 2-2） 

【P8（２）、P14 行動計画３】 

・令和４年寄附実績に基づく申請事業への交付金の交付 

・令和６年１月から寄附募集を開始する団体の登録申請受付 

・登録８団体の寄附募集の継続 

●３．市民に向けた協働に関する事業について 

【P7（１）、P9（１）、（２）、P10（１）、P12 行動計画１、P13 行動計画２】 

２回実施予定。まちづくりを少しでも多くの人に自分たちのこととして意識してもら

うため、また、今まで交流がなかった立場の人と交流する機会を作り語り合うことで、

新たな協働や担い手の創出に繋げたい。 

1 回目：かめおかまちづくり活動博覧会 2023（８月下旬～９月上旬） 

    会場：市役所 1階市民ホールおよびエントランスホール 

    内容：市内にある市民活動団体の活動の紹介および 

市民活動のはじめ方を学ぶワークショップイベント 

市役所エントランスホールにて市民活動の紹介展示（1週間） 

2 回目：市民活動推進フォーラム（２月下旬） 

    会場：市民ホールまたはガレリアかめおか 

  内容：既存活動団体の活動発表および参加者同士の交流 

 

＜参集範囲＞ 

自治会（関係者）、市内事業者（アンケートでイベント案内可とした事業者）、活動団

体、学生、その他一般、亀岡市まちづくり協働推進委員 

●４．広報（随時） 

【P11（１）、P12 行動計画１、P13 行動計画２、P14 行動計画３】 

手段：市ホームページや SNS（LINE、Facebook）、ポスター掲示、チラシ配架 

    市民活動推進センター登録団体メーリングリスト等 

内容：従来の活動団体のイベントの告知や府などの講座、支援金の案内に加え、市民

活動を身近に感じてもらえるよう、市内の団体の具体的な取り組み内容等を取

り上げて発信する。 

●５．中間支援機能強化・普及 

【P10（２）、P12 行動計画１、P13 行動計画２】 

中間支援を行う「かめおか市民活動推進センター」の機能強化、認知度向上に努

め、市民活動の活性化を目指す。 



令和５年度亀岡市支えあいまちづくり協働支援金 募集概要案 
 

 現行制度 

 

令和５年度以降（案） 

メニュー スタート事業 ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ事業 市民連携事業 スタート事業 

対象団体 

設立後まもない

（2年以内）団体 

活動実績が概ね

2年以上 

2 団体以上が事

業の企画段階か

ら連携して実施

する事業 

設立後まもない 

（3年以内）団体 

団体要件 

構成員 5人以上、うち 5割以上が市民 

市内に事務所又は活動拠点を置き市内で活動している 

団体運営に関する会則等を定めている 

1 年以上の活動実績があり、団体の直近年度の決算書を

提出することができる（スタート除く） 

審査会に出席が可能であること。 

決算書の提出以外は同左 

対象事業 

市内各地域が抱える課題を解決するために実施される

事業を支援 

同左 

原則３年以上継続予定の

事業 

事業の範囲 亀岡市域のおおむね自治会単位以上の区域が対象 

亀岡市域のおおむね自治

会単位を越える区域が対

象 

交付限度額 20 万円 20 万円 40 万円 15 万円 

交付率 

(対象経費に

対して) 

10/10 以内 3/4 以内 3/4 以内 

活用１年目 10/10 以内 

活用２年目 3/4 以内 

活用３年目 3/4 以内 

支援 

上限回数 
１回 同一事業に対して３回 

同一団体に対して3回(R4

以前から通算して) 

対象経費 備品費含む  間接経費含む 
活用１年目は備品費含む 

間接経費含まず 

他補助金と

の併用 
不可 

可ただし亀岡市の他補助金とは不

可 

１年目不可 

２年目以降可 

(市補助金との併用不可) 

事業期間 年度ごと 同左 

申請期間 4 月 8日（金）～ 5月 20 日（金） 

事前相談（必須） 

4 月 7 日（金）～ 5 月 15 日（月） 

書類提出期限 

5 月 19 日（金） 

申請方法 
申請期間内に市民力推進課まで書類提出 

（事前連絡要）／事前相談必須 
同左 

審査方法 
まちづくり委員会で意見聴取 

審査会に出席 
同左 
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 亀岡市生涯学習部市民力推進課 

令和５年度 

 

 

  

事前相談（必須）４月７日（金）～ 5 月15 日（月）まで 
事前相談では申請を考えている活動の目的や内容などを聞き取ります。書類作成についてのご相談や作成途中の申
請書の確認も可能ですので、早い段階でご相談ください。事前にご連絡のうえご相談をお願いします。 

申請書類の最終提出期限：5月 19 日（金）（必着） 

※提出書類はその場で確認します、事前連絡の上、ご持参ください。 

そんな思いを支援します 

 

※この支援金は設立後３年以内の団体が 

市民活動を始めたり、活動を軌道に乗せたりする 

支援をします。 

 

亀岡市支えあいまちづくり 

協働支援金 

募集要項 

よりよい亀岡に 

するために 

自分でも何か始めたい 

 

やりたいことはあるけど 

どう進めていいか 

わからない。 
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この制度は、地域の課題を解決して魅力あるまちづくりを目指す、市民の皆さんの自主的な取り組み

を支援することを目的としています。 

市内各地域が抱える課題を解決するために実施される事業を支援します。 

  

  ●補助金額 上限１５万円 

  ●補助率 活用１年目 １０／１０ 活用２年目 ３／４ 活用３年目 ３／４ 

【注意事項】 

 ・交付額は 1,000 円未満切捨てとなります。 

   ・活用１年目の事業については、他の補助金等を受けない事業(申請中も含む)に限ります。 

   ・活用２年目３年目の事業については、他の補助金等の併用を認めます。 

但し、亀岡市が支出する補助金等との重複は認められません。） 

  ●補助回数 

 ・最大 3年間活用が可能です。※ただし設立後 3年目まで。 

（令和 4 年度以前の亀岡市支えあいまちづくり協働支援金から通算した回数です。） 

 

 
 

  

下記の全てを満たす事業が対象になります。 

・亀岡市の地域の課題や困りごとの解決につながる事業。 

・亀岡市内で交付決定後から令和 6年 3月 31 日までの間に実施する事業。※ 

・自治会単位を超える範囲に広く周知し、参加を募る事業。 

・原則、3年以上継続予定の事業。 

 （過去の活用事例：プラごみについて考えるシンポジウムの開催、災害の恐れのある山の整備と 

  森や木を活用したイベントの実施、子育てに悩む親に向けた座談会・勉強会の開催など） 

※交付決定日までに事業に着手する必要がある場合は、事前着手届をご提出ください。 

事前着手の対象期間は令和 5年 4月 1日以降となります。 

  

下記に該当する事業は、対象となりません。 

① 交付決定前に完了している事業 

② 営利のみを目的とする事業 

③ 事業効果が申請団体や特定の個人・団体のみに帰属する事業 

④ 政治活動、宗教活動及び他の団体を補助する活動を目的とする事業 

⑤ 学術的な研究事業、事業実施を伴わない調査等 

⑥ 地区住民の交流行事等の親睦会的なイベント開催事業 

⑦ 生涯学習事業 ※（公財）生涯学習かめおか財団において生涯学習事業助成を行っています。 

１補助制度の概要 

2この支援金の対象となる事業 
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申請できる団体は、設立後３年以内の次に掲げる要件をすべて満たした団体です。 

※既に立ち上げた団体、活動を継続してもらいたいという思いから、新規に立上げた団体でも、 

従来の活動と類似のメンバー・目的・内容の申請は対象になりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 特定非営利活動法人や社団法人などの法人格の有無は問いません。 

 政治・選挙、宗教、思想等に関わる団体、暴力団又は暴力団の構成員等の統制下にある団体、営利

を主たる目的とする団体は除きます。 

団体の設立や運営に関する相談も承っています。 

 

 

※番号 1～4及び 6、8の様式については、亀岡市のホームページからダウンロードできます。 

 （最終ページに URL を記載しています。） 

 また、郵送、メールでの様式の送付も可能です。ご希望の場合は市民力推進課までご連絡ください。 

 

● 申請前に必ず市民力推進課に相談してください。（事業目的や内容について聞き取りを行います。） 

  事業の進め方や申請書の書き方のご相談・支援も行っております。 

● 申請書提出時にその場で書類の確認を行い、修正や追加資料をお願いする場合があります。 

書類提出は事前に連絡の上、時間に余裕を持ってお越しください。 

原則、書類提出期日までに修正が完了しない場合は受理できません。 

● 申請書類は基本的にパソコン入力で作成してください。 

 

申請書の作成についてのご相談はかめおか市民活動推進センターへ（最終ページに記載しています。） 

要   件 

5 人以上の構成員を有し、構成員の 5割以上が市民であること。 

市内に事務所又は活動拠点を置き、市内で活動していること。 

団体運営に関する規約、会則等を定めていること。 

6 月●日に開催する審査会に出席が可能であること。 

番号 書類名 スタート事業 

1 交付申請書 ○ 

2 事業計画書 ○ 

3 収支予算書 ○ 

4 団体概要書 ○ 

5 定款または規約等 ○ 

6 役員名簿 ○ 

7 団体の直近年度の決算書 △（設立後 2年目以降の団体は提出） 

8 事前着手届 △（交付決定日前までに事業に着手する場合）  

３ 申請ができる団体 

４ 申請に必要な書類 
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申請事業を実施するために必要な経費が対象となります。 

  

費目 内容 対象外経費例 

報償費 講師やアドバイザーなどへの謝礼など 
・団体構成員等への謝礼 

・交付額の 30％を超えるもの 

旅費 講師の交通費の実費など ・スタッフ交通費 

消耗品費 用紙や封筒、文具や原材料費など  

印刷製本費 参加者募集のチラシなどの印刷代やコピー代など 交付額の 40％を超えるもの 

通信運搬費 参加者募集のチラシ送付代や荷物運搬の宅配便代など  

広告宣伝費 参加者募集の広告掲載料など  

保険料 ボランティア保険や行事保険など  

使用料及び 

賃借料 
会議室や施設などの会場使用料やレンタカー代など  

委託料 
専門的な知識や技術に対し、業務を外部に委託する経費 

例：託児、チラシデザイン、WEB サイト構築 

・交付額の 30％を超えるもの 

・団体内で実施可能なもの 

手数料 銀行の振込手数料など  

飲食費 事業実施に必要不可欠なもの 
スタッフや一般参加者の飲

食費全般 

備品費 

※活用 1年目のみ 
概ね３年以上同じ状態で使用できるもの 交付額の 1/3 を超えるもの 

※備品の購入については、必ず申請前に事務局と協議をしてください。 

原則として、申請時の計画になかった備品費については、対象経費として認めることができません。 

また、購入金額が安価なものであっても、長期に渡り繰り返し使用できると想定される物品は備品と

なります。 

※上記に該当しないものや費目について不明な点は、ご相談ください。 

※交付決定日までの間に支出された経費も対象経費として算入できますが、支援金が交付されなかった   

場合は全額申請団体の自己負担になります。 

  

対象とならない経費の例は下記のとおりです。 

● 個人給付的なもの（例：参加賞や賞品、参加者への給付を目的として支出するもの） 

● 団体構成員等（事業実施補助者を含む）に支払う経費（報償費、人件費、交通費、飲食費） 

● 団体としての支払が明確に確認できないもの 

● 団体の運営に必要な経費（事務所家賃や構成員の名刺など） 

● 交付額のうち、一定割合を超えるもの（報償費、印刷製本費、委託料、備品費） 

 

※その他支出が不適切と判断したものについては、対象外となる場合があります。 

 

５ この支援金の対象となる経費 
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項 目 日 程 内 容 

相談 
令和 5年 4月 7日（金） 

～5 月 15 日（月） 

申請前に必ず市民力推進課までご相談ください。（事業目

的や内容について聞き取りを行います。） 

※事前の相談等がない事業の申請は受け付けられません。 

申請 

～令和 5年 5月 19 日（金） 

                厳守 

※その場で書類の確認を行い

ますので事前に連絡のうえ、

時間に余裕をもってお越しく

ださい。 

市民力推進課に持参により提出してください。その場で書

類の確認をし、必要に応じて聞き取りを行います。 

※提出書類については一度受け取りますが、不備があれば

受理をせず、修正や追加資料の提出が必要になる場合があ

ります。なるべく早くご提出ください。 

【提出時間】午前 8時 30分～午後 5時 15 分（平日） 

委員会 令和 5年 6月上旬 
亀岡市まちづくり協働推進委員会で申請事業について協

議を行います。 

審査会 
令和 5年 6月●日（●） 

出席必須 

団体による事業の説明と審査委員による事業ヒアリング

（1 事業 20 分～30 分間）を実施します。日程は申請時に

調整し、先着順で決定します。 

※審査会では事業内容の他に審査員からのアドバイスも

あります。 

交付決定 令和 5年 7月中（予定） 市長が交付または不交付の決定を行い通知を郵送します。 

事業実施 ～令和 6年 3月 31 日（日） 

市民力推進課で実施事業について状況確認等を行います。 

事業の廃止、変更や実施協力依頼（広報など）は早めに市

民力推進課までご相談ください。 

中間報告 
・交流会 

令和 5年 11 月～12月頃 
申請団体同士の交流、中間報告のための場を設けます。 

事業実施の上での困りごとの相談などにご活用ください。 

実績報告 
・確定 

事業終了後 1ヶ月以内、もし

くは令和 5年 4月 1日（日）

のいずれか早い日まで 

実績報告書などの提出をしてください。様式は交付決定時

にお渡しします。報告後、市民力推進課で内容を確認し、

交付確定を行います。 

同時に事業報告を紙面（A1（594 ㎜×841 ㎜）程度）で作

成して提出していただきます。 

事業報告 令和 6年 4月以降 
事業報告（紙面）を亀岡市役所等で掲示し、広く共有でき

るようにします。 

６ 手続きの流れ・スケジュール 
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下記の 5項目に基づき申請内容を総合的に判断し選考します。 

なお、審査項目の「事業の公益性」「課題解決力」については 5項目のなかでも 

特に重要な視点として審査を行います。 

 

項 目 要 件 

事業の公益性 

◎地域の課題を的確に把握し、地域のために事業を企画していること 

（例）・地域の実情に合った課題を設定し、地域で共有している、又は共有を図ってい 

るか 

・主体的な情報発信により事業効果を広く発信しようとしているか 

課題解決力 
◎設定した課題の解決を図る具体的な手段やその効果が示されていること 

（例）・事業の目的と手段の関係性が明確か 

    ・設定した課題の解決に向けて前進を図ることができる手段が示されているか 

事業の継続性 

○交付終了後の自立や継続的発展に向けた展望を持っていること 

（例）・次年度以降の事業計画において継続的、発展的な展望はあるか 

・参加費や寄付金の獲得など、支援金終了後も活動を継続するための自己資金獲

得に向けた展望はあるか 

事業実現性 
○事業実施のために必要な体制が整っていること 

（例）・スケジュール、人員確保、他団体との事前調整などができているか 

チャレンジ性 
○新たに地域の課題解決を行おうとする熱意があること 

（例）・地域の課題を自分事として捉え主体的に活動しようとしているか 

 

●審査会では審査委員より事業に関する質問・アドバイスを行います。１団体 20 分程度です。 

●市民協働推進を図るために亀岡市が設置する「亀岡市まちづくり協働推進委員会」で協議後、 

同委員や外部有識者等で構成する審査会で審査を行います。審査会の結果を受けて、 

亀岡市内部での協議を経て、最終的に市長が交付、もしくは不交付の決定をします。 

●審査員の所属・氏名等については、審査の公平性を確保するため当日まで非公開とします。 

  

7 審査の方法・基準について 



6 
 

  

事業報告書の提出と精算手続き   

事業を完了した日から 1 ヶ月以内又は令和 6 年 4 月 1 日のうちいずれか早い日までに実績報告書類を

提出してください。 

交付した支援金に残額が生じた場合や不適切な事業の執行が認められる場合は、亀岡市支えあいまち

づくり協働支援金交付要綱に基づき支援金の一部又は全部を返還していただきます。 

※詳細な事務処理については交付決定後にお渡しする事務処理マニュアルに基づき行ってください。 

 

 

 

 

 

  

・交付事業については事業実施の広報協力を行いますので、広報かめおかへの掲載など、積極的

にご活用ください。 

 

   

・提出いただいた書類、成果などは個人情報を除き、ホームページなどを通じて公表することが
あります。 

・交付事業はこれから活動を始める団体、活動で困りごとのある団体の参考になります。市が行
う情報発信に御協力ください。 

 

 

 

 予算の範囲内で交付を行うため申請額未満の交付決定となる場合があります。 

 支援金は事業終了後にお支払いします。支援金の一部（交付金額の８割以内）を事業完了前に

交付（前払い）することができます。 

 一過性の活動とならないよう、交付終了後の事業展開について、団体と事務局等で協議する場を設

け、事業の展開方法を検討します。 

 事業の成果を事業報告書及び紙面にまとめていただき、広く共有（市役所庁舎等に掲示）します。

また、報告内容についてアドバイザーによる事業評価を行います。評価結果については交付団体に

通知し、今後の活動への参考としていただきます。 

 

 申請にあたっては団体内や事業の関係先、協働のパートナーと事前に十分な協議と調整を行ってく

ださい。 

 

 当支援金は市民活動のスタート時期をサポートするものです。団体運営や財政面での自立を目指し

てください。団体設立２年目以降は、ふるさと納税の制度を活用し団体への寄附を募集する「ふる

さと亀岡まちづくり応援事業」への団体登録が可能になります。（団体登録の翌年から寄附募集開始、

さらに集まった寄附金はその翌年度の事業に活用できます。） 

※ 例：R5.10 団体登録申請、R6.1～12 寄附募集、R7年度事業に寄附金を活用  

８ 事業終了後の手続き 

９ その他 

10 注意事項 

ふるさと亀岡まちづくり応援事業について詳しくはこちら 
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※  

 
 
 

 
 
亀岡市ホームページトップページ ▶ くらし・手続き ▶ 市民活動支援・協働推進 
▶ ≪市民活動支援・協働推進≫ ▶ 亀岡市支えあいまちづくり協働支援金 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

支援金申請に関する相談対応先 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★申請書は、亀岡市役所市民力推進課までご提出ください。 

支援金に関する情報は亀岡市のホームページに掲載しています。 

❉申請書類の作成や活動の進め方などに関する相談は 

かめおか市民活動推進センターでも受け付けています。 

ぜひご利用ください！  

 

 

 かめおか市民活動推進センター  

〒６２１－０８０６ 亀岡市余部町宝久保１－１ 

          ガレリアかめおか３階  

電話／FAX ２９－２７０３ 

（火～土※第 4 木曜除く 午前●時～午後●時） 

E-mail:office@ksksc.org 

 
  

亀岡市役所 市民力推進課 

〒６２１－８５０１ 亀岡市安町野々神８番地  

電話 ２５－５００２(直通)    FAX  ２２－６３７２ 

（平日 午前 8 時 30 分～午後 5時 15 分） 

E-mail:syougai-gakusyu@city.kameoka.lg.jp 

亀岡市 協働支援金  🔍検索 

申請様式はこちら 
URL 
https://www.city.kameoka.kyoto.jp  

/soshiki/11/28873.html 

 

過去の支援金事業についてはこちら 
URL 
https://www.city.kameoka.kyoto.jp/       

soshiki/11/29122.html 

 
 

 

支援金ページ 

 

 

Ｒ５支援金募集 

【活動や書類の作成に関する相談など】 

【事前相談・提出】 

https://www.city.kameoka.kyoto.jp/


別記第１号様式（第５条関係） 

 

                              令和４年 月  日 

 

（宛先）亀岡市長 

 

                    住所（所在地） 

                申請者 団体の名称  

                    代表者役職 

代表者氏名  

                    （電話番号） 

 

 

亀岡市支えあいまちづくり協働支援金交付申請書 

 

 令和５年度亀岡市支えあいまちづくり協働支援金の交付を受けたいので、亀岡市支えあい

まちづくり協働支援金交付要綱第５条の規定に基づき、下記のとおり関係書類を添えて申請

します。 

 

 

 

記 

 

 

１ 事業名       

 

２ 事業費総額                      円 

 

３ 交付申請額                      円 

 

４ 添付書類 

⑴ 団体概要書 

⑵ 事業計画書 

⑶ 収支予算書 

⑷ その他関係資料 
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事 業 計 画 書 

 

1.団体名  

2.事業名  

3.対象 対象となる地域や地域住民を記入してください。 

 

4.期間 
実施期間を記入してください。 

※対象期間は最大で令和 5年 4月 1日～令和 6年 3月 31 日までです。 

令和 年 月 日  ～  令和 年 月  日 

5.地域課題・ 

事業目的 

この事業でどのような地域課題の解決に取り組みたいですか。 

現状や課題、事業の目的を記入してください。 

 

 

 

 

 

 

6.事業内容 上記の課題を解決するために実施する事業の内容を具体的に記入してください。 

 

●スケジュール 

実施時期 実施内容 場所・会場 

   

●情報発信方法（ウェブ、チラシ、ポスターなど） 

発信媒体 発信量 広報範囲（配布範囲、掲示場所等） 
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7. 目標 
この事業の実施が地域課題解決にどのようにつながるのか、また本事業で達成したい目

標について、①②の２つの観点から具体的に記入してください。 

事業実施に当たって下記の目標を書いてください。 

① 実施目標数値（事業の回数や参加者数など） 

 

 

② 事業による変化・成果目標 

 

8.連携・ 

協力 

他の団体や行政機関などとの連携・協力について、連携・協力先の名称と具体的な連携・

協力内容を記入してください。 

※記入にあたっては、連携・協力先との十分な事前協議を行ってください。 

 

9．ステップ

ア ッ プ

の内容 

※活動２年目以降の団体は記入してください。 

① これまでの事業実施時の課題と成果、② 今回申請の事業はこれまでの事業と比べ

どう活動の充実をさせているのか、具体的に記入してください。 

 

10．次年度以降

の展開 

本支援金による支援終了後の事業展開について、資金の獲得や事業の継続展開をど

のように行われる予定なのか、方法を具体的に記入してください。 

 実施内容 資金獲得方法（助成金・寄付金） 

２年目 

  

３年目 

  

11．SDGｓ 

の該当番号 

SDGs（持続可能な開発目標）は「誰一人取り残さない」持続可能でよりよい社会の

実現を目指す世界共通の目標です。2030 年までに達成すべき 17のゴール（目標）

と 169 のターゲット（具体的目標）から構成されています。 

今回実施される事業はどの目標の達成に貢献するものか、ご記入ください。 

番号 目標 

  

 

□申請額に対して減額で交付決定となった場合も申請事業を実施します。 
※内容が本様式に入りきらない場合は適宜追加し、事業内容が分かる参考資料があれば添付してください。 



団体名

〔収入〕

予算額（円）

-                    

〔支出〕

予算額（円）

-                    

-                    

-                    

合　計（A)

報償費

旅費

消耗品費

印刷製本費

通信運搬費

広告宣伝費

保険料

使用料及び賃借料

その他補助金
※活用１年目は不可

総　　計（A+B） ※収入総額と同額となります

対
象
経
費

対
象
外
経
費

合計額 ※支出総額と同額になります。

項　　　　目
内訳（支出目的・単価・数量を書いてください。）
※内訳が書ききれない場合は「別紙」と記入し、

支出内容内訳書（様式）にご記入ください。

収　支　予　算　書

内訳（数量・単価など）項　　　　目

その他

自己資金
（会費・寄付・事業収入）

支えあいまちづくり協働支援金

※記入欄は適宜追加・削除してください。

合　　計（B)

手数料



団体名

※収支予算書の内訳が書ききれない項目についてはこの様式をお使いください。

単価（円） 数量（単位）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

小計

※収支予算書の支出項目ごとに作成してください。

支出内容内訳書

支出項目

支出内容 支出目的

内訳

金額（円）
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団体概要書 

団体名 

（ふりがな）  

 

代表者役職  

代表者 

氏名 

（ふりがな）   

 

団体 

所在地 

住所 
〒  

 

電話番号 （  ）    －  

FAX 番号 （    ）   －    

E-mail ＠ 

WEB サイト  

設立（活動開始）年月日 令和    年   月 

会員数（構成員数） 

 人（うち亀岡市民    人） 

※5 人以上の構成員があり、かつ構成員の 5 割以上が亀岡市民であること

が申請要件です。 

担当者 

連絡先 

氏名 

（ふりがな）  

 

住所 

（文書送付先） 

〒  

 

 

電話番号 （    ）   － 

携帯電話 （       ）     －  

FAX 番号 （    ）   － 

E-mail          ＠ 
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団体の活動目的 ※団体の活動目的を記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

団体の事業内容 ※団体の事業内容を記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体の事業実績 ※補助金や助成金等を受けての事業実績や行政機関等からの受託実

績、表彰実績などがあれば記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※団体のパンフレットや WEB サイトがあれば添付してください。 



役員名簿 

 

団体名  

役職 氏名 住所（町名まで） 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

※欄が不足する場合は、適宜追加してください。 

※提出頂く名簿が会則等で定める役職と合致していることをご確認ください。 



事 前 着 手 届 

 

令和 年  月  日 

 

（宛先）亀岡市長 

 

 

住所（所在地）              

団体の名称                

代表者役職                

代表者氏名                

 

 

 令和 年  月  日付けで申請の亀岡市支えあいまちづくり協働支援金に係る事

業について、交付決定前に着手しますので、届け出ます。 

 なお、本件について交付決定がなされなかった場合においても、異議は申し立てま

せん。 

 

 

１ 事前着手の理由   

 

 

 

 

２ 着手（予定）年月日 令和  年  月  日 

 

 

 

 

 

 

※本様式は、交付決定前に事前着手する場合にご提出いただく必要があるものです。 

 着手年月日（４月１日以降の日付）以前に支出された経費については、支援金の交付対象外となります

ので、御注意ください。 



別記第１号様式（第５条関係） 

 

                              令和５年５月１６日 

 

（宛先）亀岡市長 

 

                    住所（所在地）亀岡市安町野々神８番地 

                申請者 団体の名称  〇〇〇〇会 

                    代表者役職  代表 

代表者氏名  明智 かめまる 

                    （電話番号） 0771-25-5002 

 

 

亀岡市支えあいまちづくり協働支援金交付申請書 

 

 令和５年度亀岡市支えあいまちづくり協働支援金の交付を受けたいので、亀岡市支えあい

まちづくり協働支援金交付要綱第５条の規定に基づき、下記のとおり関係書類を添えて申請

します。 

 

 

 

記 

 

 

１ 事業名         〇〇〇〇 

 

２ 事業費総額       １０９，６５０ 円 

 

３ 交付申請額        ６３，０００ 円 

 

４ 添付書類 

⑴ 団体概要書 

⑵ 事業計画書 

⑶ 収支予算書 

⑷ その他関係資料 

 

ご提出日 
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事 業 計 画 書 

 

1.団体名 ○○町活性化協議会 

2.事業名 土で繋がる〇○町プロジェクト 

3.対象 対象となる地域や地域住民を記入してください。 

○○町住民、都市部住民 

4.期間 
実施期間を記入してください。 

※対象期間は最大で令和 5年 4月 1日～令和 6年 3月 31 日までです。 

令和５年４月１日  ～  令和６年３月３１日 

5.地域課題・ 

事業目的 

この事業でどのような地域課題の解決に取り組みたいですか。 

現状や課題、事業の目的を記入してください。 

課題 地域の高齢化が進み、農作物を作っていない農地が増えている。住民同士の交流や新住人の移住

もなく地域の活気が薄れつつある。 

事業の目的（上記の課題をどのような解決結果に導きたいのか） 

農地を活用した事業を実施することで、地域住民の交流を促すとともに、地域資源に目を向けてもらう

きっかけを作る。都市部からも参加者を募ることで地域の魅力を発信し交流人口の増加や新規移住者の

取り込みを計る。 

6.事業内容 
上記の課題を解決するために実施する事業の内容を具体的に記入してくださ

い。 

耕作されていない農地を活用し 1 種まき、２草刈り、３収穫のイベントを開催する。講師は農業に

詳しい住民とし、地域で家庭菜園をしたいけど実践できていない人、都市部の農業に興味のある住

民に参加を呼びかけ、地域内の住民同士、外部の人との交流の機会を創出する。 

●スケジュール 

実施時期 実施内容 場所・会場 

R5.4 

R5.4.30 

R5.6 中旬 

R5.8 下旬 

役員、ボランティアによる農地の準備 

種まき、植え付けの会 

野菜のお世話、梅の収穫加工体験 

野菜の収穫祭 

地域内畑とその周辺 

〃 

〃 

〃 

●情報発信方法（ウェブ、チラシ、ポスターなど） 

発信媒体 発信量 広報範囲（配布範囲、掲示場所等） 

チラシ 

SNS

（Facebook,Instagram） 

100 

月に 1回程度 

 

 

 

地域内住民 

地域外の住民 
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7. 目標 
この事業の実施が地域課題解決にどのようにつながるのか、また本事業で達成した

い目標について、①②の２つの観点から具体的に記入してください。 

事業実施に当たって下記の目標を書いてください。 

①実施目標数値（事業の回数や参加者数など） 

イベント３回 各参加者 住民 10名 地域外参加者 5名 

イベント以外の有志による畑作業 3回 各回参加者 5 名 

②事業による変化・成果目標 

耕作放棄地 1箇所の活用、家庭菜園に取り組む住民の増加。 

○○町のファンになり定期的に訪れる参加者が出てくる。 

交流のなかった住民同士が顔見知りになる。 

事業に新規に協力してくれる住民を 5名増やす 

8.連携・ 

協力 

他の団体や行政機関などとの連携・協力について、連携・協力先の名称と具体的な

連携・協力内容を記入してください。 

※記入にあたっては、連携・協力先との十分な事前協議を行ってください。 

○○町自治会に地元住民への声かけや当日の運営にご協力いただく。 

○○町営農組合に野菜生育についての相談・アドバイスをいただく。 

9．ステップアッ

プの内容 

※活動２年目以降の団体は記入してください。 

① これまでの事業実施時の課題と成果、② 今回申請の事業はこれまでの事業と

比べどう活動の充実をさせているのか、具体的に記入してください。 

①これまでは定期的に農産物のマルシェを実施してきており、毎回盛況で好評をいただいているが、参

加者同士が交流する場にはなっていなかった。②体験を盛り込んだイベントにすることにより、参加者

同士がつながる機会を増やすととともに、地域内で耕せていない農地を活用することで、耕作放棄地の

問題にも取り組む。 

10．次年度以降の

展開 

本支援金による支援終了後の事業展開について、資金の獲得や事業の継続展開を

どのように行われる予定なのか、方法を具体的に記入してください。 

 実施内容 資金獲得方法（助成金・寄付金） 

２年目 

野菜に加えお米にも取り組む 

農産物を使った手仕事体験の回数１回 

支援金 

参加費 

３年目 

野菜とお米の栽培体験 

農産物を使った手仕事体験の回数３回 

寄附金 

前年収穫物の売り上げ 

参加費 

11．SDGｓ 

の該当番号 

SDGs（持続可能な開発目標）は「誰一人取り残さない」持続可能でよりよい

社会の実現を目指す世界共通の目標です。2030 年までに達成すべき 17 のゴ

ール（目標）と 169 のターゲット（具体的目標）から構成されています。 

今回実施される事業はどの目標の達成に貢献するものか、ご記入ください。 

番号 目標 

2 

15 

飢餓をゼロに 

陸の豊かさも守ろう 

 

☑申請額に対して減額で交付決定となった場合も申請事業を実施します。 
※内容が本様式に入りきらない場合は適宜追加し、事業内容が分かる参考資料があれば添付してください。 



団体名 〇〇〇〇

〔収入〕

予算額（円）

63,000 

109,650       

〔支出〕

予算額（円）

20,000 

3,000 

30,000 

20,000 

800 

500 

2,000 

8,000 

350 

84,650         

5,000 

20,000 

25,000         

109,650       

イベント昼食材料費

手数料

※記入欄は適宜追加・削除してください。

合　　計（B)

飲食費

人件費

収　支　予　算　書

内訳（数量・単価など）

←対象経費合計金額×３／4（千円未満切り捨て）
　※スタート事業は　対象経費×１０／１０（千円未満切り捨て）

イベント参加費（＠1,000円×10人×3回）

項　　　　目

その他

自己資金
（会費・寄付・事業収入）

46,650 

支えあいまちづくり協働支援金

他事業売上金

その他補助金
※活用１年目は不可

総　　計（A+B） ※収入総額と同額となります

対
象
経
費

対
象
外
経
費

イベントボランティア謝礼

合計額 ※支出総額と同額になります。

項　　　　目
内訳（支出目的・単価・数量を書いてください。）
※内訳が書ききれない場合は「別紙」と記入し、

支出内容内訳書（様式）にご記入ください。

別紙

参加者宛て礼状・通信郵送料　〇円×〇〇枚

SNS有料広告費　〇〇円

合　計（A)

イベント保険〇円×〇人×〇回

自治会使用料（〇円×〇回）

報償費

旅費

消耗品費

印刷製本費

通信運搬費

広告宣伝費

保険料

使用料及び賃借料

○○講座講師謝礼・○円×○回、

○○講座講師交通費（○駅～○駅 ○円×2往復）

イベント告知用チラシ　〇円×〇〇枚
その他配布資料アンケートなど印刷　〇円×〇〇枚

代金支払い振り込み手数料



団体名

※収支予算書の内訳が書ききれない項目についてはこの様式をお使いください。

単価（円） 数量（単位）

参加者アンケート・他案内用 ○〇〇〇 １（締） 〇〇〇〇

イベント用 〇〇 〇〇（個） 〇〇〇〇

イベント農作業用 〇〇 〇〇（個） 〇〇〇〇

イベント集金、通信郵送 〇〇 〇（個） 〇〇〇〇

イベント記入用 〇〇 〇（個） 〇〇〇〇

（　）

（　）

（　）

〇〇〇〇

支出内容内訳書

用紙

支出項目 消耗品費

支出内容 支出目的

内訳

金額（円）

〇〇〇〇

名札

小計

※収支予算書の支出項目ごとに作成してください。

軍手

封筒

マジック



1 
 

団体概要書 

団体名 

（ふりがな） 〇〇ちょうかっせいかきょうぎかい 

○○町活性化協議会 

代表者役職 代表 

代表者 

氏名 

（ふりがな）  あけち かめまる 

明智 かめまる 

団体 

所在地 

住所 
〒 621-8501 

亀岡市○○町野々神 8 

電話番号 （0771）25 － 5002 

FAX 番号 （0771）22 － 6372 

E-mail syougai-gakusyu＠city.kameoka.lg.jp 

WEB サイト https://www.city.kameoka.kyoto.jp 

設立（活動開始）年月日 令和 3 年 5 月 

会員数（構成員数） 

30 人（うち亀岡市民 25 人） 

※5 人以上の構成員があり、かつ構成員の 5 割以上が亀岡市民であること

が申請要件です。 

担当者 

連絡先 

氏名 

（ふりがな） あけち みつひで 

明智 光秀 

住所 

（文書送付先） 

〒  

団体所在地に同じ 

 

電話番号 （    ）   － 

携帯電話 （ 000 ）0000  － 0000 

FAX 番号 （    ）   － 

E-mail          ＠ 

 



2 
 

団体の活動目的 ※団体の活動目的を記入してください。 

住民が減少し、徐々に活気が失われつつある地域を未来へつなぐた

めに、地域資源を活かし住民同士の交流や地域外との交流を持つこ

とで、持続可能な地域づくりをする。 

 

 

 

 

 

団体の事業内容 ※団体の事業内容を記入してください。 

農産品マルシェの開催。 

季節イベントの開催。 

地域の情報発信。 

 

 

 

 

 

 

 

団体の事業実績 ※補助金や助成金等を受けての事業実績や行政機関等からの受託実

績、表彰実績などがあれば記入してください。 

 

・令和〇年〇月から月に一回マルシェの開催。 

・令和〇年 〇〇基金補助金を活用し夏祭りの開催。 

・令和〇年 農マルシェの活動が〇〇財団 

「草の根まちづくり賞」奨励賞受賞 

 

 

 

 

※団体のパンフレットや WEB サイトがあれば添付してください。 



役員名簿 

 

団体名 ○○町活性化協議会 

役職 氏名 住所（町名まで） 

代表 明智 かめまる ○○町 

副代表 明智 光秀 ○○町 

副代表 ○○ ○○ ○○町 

会計 ○○ ○○ 京都市西京区 

会計 ○○ ○○ ○○町 

   

   

   

   

   

   

   

※欄が不足する場合は、適宜追加してください。 

※提出頂く名簿が会則等で定める役職と合致していることをご確認ください。 



事 前 着 手 届 

 

令和〇年○○月○○日 

 

（宛先）亀岡市長 

 

 

住所（所在地）  亀岡市○○町野々神 8  

団体の名称    ○○町活性化協議会    

  代表者役職    代表          

代表者氏名    明智 かめまる     

 

 

 令和〇年○○月○○日付けで申請の亀岡市支えあいまちづくり協働支援金に係る事

業について、交付決定前に着手しますので、届け出ます。 

 なお、本件について交付決定がなされなかった場合においても、異議は申し立てませ

ん。 

 

 

１ 事前着手の理由   

 

円滑な事業実施に向けて打合せや準備等を行う必要があるため 

  また、交付決定前を含む１年間を通した事業を計画しているため 

 

 

２ 着手（予定）年月日 令和○○年○○月○○日 

 

 

 

 

※本様式は、交付決定前に事前着手する場合にご提出いただく必要があるものです。 

 着手年月日（４月１日以降の日付）以前に支出された経費については、支援金の交付対象外となります

ので、御注意ください。 

ご提出日 

別記第１号様式 

と一致 

着手日以前の支払いは

交付対象外となります 
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ふるさと亀岡まちづくり応援事業

4 5 6 7 8 9 10 11

令和５年 令和６年
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決
定
・
概
算
払
い

事業実施



開始年 申請団体名 代表者名 申請事業名 登録希望期間 事業目的・概要
令和５年度

　事業費（円）
初年度寄附

　目標額（円）

R5
特定非営利活動法人

亀岡人と自然のネットワーク
代表理事
上田　稔

亀岡に棲むアユモドキなど希少生物の
普及啓発事業

令和５年～
令和７年

（目的）
亀岡市は関西の大都市圏と隣接しながらも多様で希少な生き物が数
多く生息しており、その頂点にいるのがアユモドキの存在と言える。多様な生き物の存在と魅力
について普及啓発活動を行い、自然との共生を担う人材育成の契機とし、ひいてはSDGｓの目標
「陸の豊かさも守ろう」実現に資する。
（事業概要）
① 生き物紹介パネルの作成･･･アユモドキなど希少生物を紹介する
パネルを作成し、学校や公共施設などで展示する。
② HP からの情報発信･･･親しみやすい絵や図などを交えた情報発
信で普及啓発活動を行う。

110,000 150,000

R5
特定非営利活動法人

障害･高齢者就労支援センター
 理事長

熊本　眞知子
椎茸スナック生産計画

令和５年～
令和７年

（目的）
高齢化で農業離れが起こっている地域の課題を、障害者と共に高齢者でもできる農業の6次化を目
指す。
（事業概要）
椎茸スナックの加工をはじめる準備
地域に呼びかけを開始し、ともに生産する方を募集
令和６年度に試食会の開催（夢コスモス園ブースにて数種類の椎茸スナック試食会開催）
令和７年度にイベント開催　（例年桂川イオンで行われる農福連携マルシェにブース出展、夢コ
スモス園にブース出展）
今後、地域マルシェなどで継続的な販売

424,200 480,000

R4 AngelSmile21
代表

服部　貴博

障がい児・者と健常者の
交流を深め社会生活への
自立を支援する場づくり

令和４年～
令和６年

（目的）
ダウン症児・者と保護者が心身に健康で幸せな生活を願うとともに保育・教育ならびに福祉の増
進をはかることを目的とする。
（事業概要）
・勉強会および相談会　年1回、・保護者交流会による悩み相談　適時、
・健常者との農業体験を通じての交流　年2回、・行政・教育関係者や関係機関との意見交換会
年1回

265,000 283,000

R4 くらしゴトLabo
代表

多胡　麻衣
コンポストで地域と資源の

循環計画
令和４年～
令和６年

（目的）
家庭ででた生ごみをコンポストを使って処理することで可燃ごみの量を減らしていく。亀岡なら
ではのコンポストを作ることでチャレンジしやすい環境を作る。またコンポスト→畑→直売所と
いったコミュニティコンポストを作ることで地域も循環。コンポストの情報共有で横の繋がりを
作る。子供たちにも早い時期から興味や理解を深めてもらう。
（事業概要）
親子コンポスト教室。夏／冬のコンポスト講座。
コンポストモニター。使いやすい段ボールコンポストの開発

320,000 215,000

R4 子育てサークル　リラハピ
代表

石村　朝子
リラハピルーム
リラハピ体験

令和４年～
令和６年

（目的）
〇リラハピルーム：不登校や発達の問題や子育て中の問題など、行政や病院に相談に行くことは
なかなかハードルが高いので、気軽に来られてお悩みをお話して頂き、少しでも心がほっと楽に
なってもらえることを目的としています。
〇リラハピ体験：我が子の「できた！」が間近で見られる機会を作り、親子で同じ体験を共有す
る場を作ることを目的としています。
（事業概要）
〇今年度リラハピルームに講師の方を招いて勉強会を開催し、子育てのお悩みの解決に繋げる。
〇今年度のリラハピ体験は前年度の企画に加えて、新しい団体や講師の方とコラボレーション
し、家庭だけではなかなか体験できない企画を開催する。

900,000 143,000

R4
特定非営利活動法人

NPO亀岡人権交流センター
理事長

杜　恵美子
かめおか未来キッズ応援事業

ーこども平和食堂ー
令和４年～
令和６年

（目的）
世界のこどもと女性、避難民や難民の方々と亀岡を亀岡の農産物を通してつなぐ。戦争や虐待、
差別や暴力で傷ついた経験をもつ人と支えになりたい市民を市内の観光資源を通してつなぐ。
（事業概要）
環境と平和に配慮したエアーキッチンの実施のための企画・準備、トラウマや多文化に配慮した
ツアーの実施のための企画、準備。

300,000 429,000

令和５年ふるさと亀岡まちづくり応援交付金　登録申請団体一覧表



開始年 申請団体名 代表者名 申請事業名 登録希望期間 事業目的・概要
令和５年度

　事業費（円）
初年度寄附

　目標額（円）

令和５年ふるさと亀岡まちづくり応援交付金　登録申請団体一覧表

R4
一般社団法人

育ちとつながりの家ちとせ
代表理事

石田　千穂

不登校・引きこもり・発達障害等の
困りのある子及びその兄弟たちへの

支援活動の充実とその社会啓発

令和４年～
令和６年

（目的）
①生きづらさを抱える人（不登校・引きこもり・発達障害等の困り）に対して、学習サポートだ
けでなく社会生活に必要なスキル、コミュニケーションスキル、周囲と関わり合うスキル等を地
道に積み上げていく必要性を社会に知ってもらうこと。
②生きづらさを抱える人の家族も疲弊してしまうこと、兄弟たちに目を向けるような状態になり
づらいを社会に知ってもらう。直接彼らのニーズを満たす支援を実施することで、家族全体をサ
ポートする。
（事業概要）
スクールに通う子どもたちに支援員を増員し支援機会を掴みとり、子どもに必要な支援、関わり
や環境を提供することで成長を促す。利用者全員の状態や気持ちの変化のアンケート調査を行
い、事業の有効性を示すとともに、社会啓発につなげる。
スタッフが兄弟に関わる環境を作り保護者と共に彼らのニーズを満たし、尊厳を保ち生きていく
ことを保障する。

700,000 1,000,000

R4
特定非営利活動法人
プロジェクト保津川

代表理事
原田　禎夫

保津川の環境保全と
地域文化の伝承

令和４年～
令和６年

（目的）
様々な取組にも関わらず、依然大きな課題となっている河川環境の保全に対し、事業を通じて自
分事として考える人が増え、環境保全や伝統文化の伝承に幅広い市民や企業、行政がかかわるよ
うになることを目指す。
（事業概要）
保津川および支流域でのクリーン作戦。保津川筏復活プロジェクト。河川ごみ調査。市内小中学
校での環境教育や川の文化を体験するイベントの開催。手作り環境フェスティバルの開催。

3,176,200 715,000

5,661,200 2,785,000


